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このように立派に名誉町民証を

贈っていただいて本当にうれしい

です。主人が大淀町長として28年

間無事に務めてこられたのは、町

民のみなさんの支えがあってのこ

とです。今回このような名誉町民

証をいただけたのは、みなさんの

おかげであると、主人も感謝して

いると思っています。主人が今に

も遺影から「みんな、ありがとう。」

と言いそうな気がします。

喜多　好
よし

子
こ

さん

このたびの名誉町民証
贈呈に際し、故喜多猛氏
の妻、喜多好子さんに話
を伺いました。
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▲故喜多猛氏のご遺族に名誉町民証を受領してい
ただきました。

▲元大淀町長　故喜多　猛氏▲大淀町名誉町民証　



４月中旬に、薬水・佐名伝地内の梨
なし

園が純白に染ま

りました。４月17日（月）に取材で訪れたときには、
数日前からの暖かい気候で梨の花がじゅうたんのよう

に広がっていました。

この広報紙がお手元に届くころには、人工交配によ

り受粉した実がふくらみ、小袋に包まれていることで

しょう。

本町での梨の栽培の歴史は、今からおよそ100年前
にさかのぼります。この地に移り住んだ奥徳平という

人物が作り出した凱旋梨（かちどきなし）という、

色・形ともに美しく、薄皮で、純白のさっぱりとした

甘味のある果肉の梨が栽培され始めました。今では二

十世紀梨の名で広く親しまれています。

梨の花が満開でした
薬水・佐名伝地内の梨園
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春の交通安全県民運動が４月６日（木）から

15日（土）までの10日間にわたり実施されました。
運動期間中、ドライバーに「運転、気をつけ

てくださいね。」と、啓発物品を添えて安全運

転を呼びかける啓発活動などが行われました。

こうした啓発活動は、中吉野警察署と交通安

全関係団体、各種団体が協力して実施されたも

ので、多くの人に交通マナーの向上が訴えかけ

られました。

シートベルトを締めましょう
春の交通安全県民運動

新しいスタート
大淀希望ヶ丘小学校の開校式

大淀希望ヶ丘小学校の開校式が、４月５日（水）に行

われ、347人の児童が大淀希望ヶ丘小学校生として新た
な生活をスタートすることになりました。「大淀希望ヶ

丘小学校」という校名には、子どもたちが将来に大きな

夢と希望を持って学習に励む、明るく元気な小学校に

なるように、との願いが込められています。

開校式では、児童代表から、「この新しい学校で楽し

く勉強したり遊んだりできることに期待する気持ちで

胸がいっぱいです。」という言葉がありました。
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大　　字　　名 氏　　　名 電話番号 大　　字　　名 氏　　　名 電話番号

中　　　　　　　　増 森脇　三郎 吉 ２－0213 岡　崎　１　丁　目 久保　純一 下 52－2052
西　　　　　　　　増 植田　博一 吉 ２－3563 岡　崎　２　丁　目 岡田　康嗣 下 52－2862
増　　　　　　　　口 桝田　隆文 吉 ２－2071 岡　崎　３　丁　目 嶋田　憲三 下 52－2446
出　　　　　　　　口 森川　　宏 吉 ２－2172 西　町　１　丁　目 水掫　義朗 下 52－2174
比　　　　　　　　曽 山本　内匠 吉 ２－2866 西　町　２　丁　目 西浦　敏裕 下 52－2825
上　　　比　　　曽 裏野　　武 吉 ２－3954 西　町　３　丁　目 玉沖　高治 下 52－9101
北　　　六　　　田 井澤　光良 吉 ２－3497 西　町　４　丁　目 小西　　昇 下 52－1905
北　　　　　　　　野 村上　弘行 吉 ２－5267 西　町　５　丁　目 岡谷　義永 下 52－5950
新　　　　　　　　野 仲西　信幸 吉 ２－2983 西　町　６　丁　目 岡　　弘美 下 52－9110
馬　　　　　　　　佐 安井　市治 吉 ２－4193 香　　　梨　　　台 大西　慶知 下 52－2151
口　　　越　　　部 岡田　昌久 下 52－0748 車　　　坂　　　町 岡村　史良 下 52－3702
中　　　越　　　部 谷口　恒雄 下 52－2371 高　　　見　　　台 下重　高徳 下 53－2878
奥　　　越　　　部 釜田　義高 下 52－4855 つ　つ　じ　ケ　丘 中前　良之 下 52－4765
土　　　　　　　　田 辻　　正之 下 52－5753 北　町　１　丁　目 岸本　正一 下 52－1702
南　　　大　　　和 松山　郁夫 下 52－4720 北　町　２　丁　目 松本　幸雄 下 52－5606
口　　桧　　垣　　本 庄司　吉登 下 52－0580 北　町　３　丁　目 菊川　喜一 下 52－9032
上　　桧　　垣　　本 笠川　z茂 下 52－5934 北　町　学　園　前 知原　一三 下 52－1896
吉　　　野　　　平 上垣　公俊 下 52－9324 岩　　　　　　　　壺 上本　政一 下 52－5834
金　　　吾　　　町 米田　喜重 下 52－7793 鉾　　　　　　　　立 福角　敏彦 御 67－1838
畑　　　　　　　　屋 今西　庄市 下 52－4517 大　　　　　　　　岩 杉本　勲美 御 67－0282
持　　　　　　　　尾 山本　八郎 下 52－5911 今　　　　　　　　木 峯　　謙之 御 67－1789
矢　　　　　　　　走 米田　武男 下 52－2386 薬　　　　　　　　水 田中　哲夫 下 52－4135
芦　　　　　　　　原 喜多　義則 下 52－9740 佐　　　名　　　伝 中村　嘉伸 下 52－4081
新　町　１　丁　目 塗田　恭三 下 52－7315 大阿太グリーンポリス 島野　三夫 下 52－2543
新　町　２　丁　目 日浦　勝夫 下 52－5925 花吉野ガーデンヒルズ 大西　治郎 下 53－2348
新　町　３　丁　目 安藤　健二 下 52－3964

平成18年度の各大字区長さんが決まりましたの
で紹介します。区長さんには、地区の行事や役場
からの事務連絡など、何かとご苦労をおかけしま
すが、よろしくお願いします。（敬称略）

平成18年度　区長名簿
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※平成18年度の区長会会長は中増の森脇三郎さんです。



５月のおはなし会
●５月21日（日）午後３時～
こどものためのおはなし会

●５月27日（土）午後２時30分～
こどものためのおはなし会

●５月28日（日）午後２時～
大人のための朗読会
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にしきしゅう いろど

「やさしい場所」
著／真田芬　文芸社

「ぎったん　ばっこん」
文／なかえよしを　絵／上野紀子　

文化出版局

「関西　緑の公園　マップ＆ガイド」
山と渓谷社

「公園ののら」
作／ダイアナ・ロス　絵／エドワード・アーディゾーニ　

訳／坂崎麻子　徳間書店

風光り、青葉光る５月です。緑あふれる公園で、元気いっぱい

に走ったり、施設で楽しんだり、芝生の上でのんびりしたりして

過ごしませんか。

せい

やみ

第10回図書館まつりが、６月17日（土）から18日（日）まで開催
されます。
６月17日（土）には、劇団クラルテによる人形劇

「11ぴきのねこ　ふくろのなか」を公演します。
（申し込みが必要です。詳しくは本紙折込をご覧
ください。）みなさんのご来館をお待ちしています。

※ ６月18日（日）の詳細については、次号本紙
でお知らせします。

６月17日（土）～18日（日）

公園のシーソーにトリさんが乗っ
たら、「ぎー」、ネズミくんが乗った
ら「ばーこ」。トリさんのところに
ウサギさんがやってきて、「ぎった
ん」。ネズミくんとイヌさんで「ば
っこん」。シーソーの楽しい音が続
きます。あれ？　シーソーが止まっ
てしまいました。カバさんのあとに
はだれが乗る？

町の人たちが自慢に思っている美
しい公園で、悪さばかりするのら猫。
庭師頭のモーガンは怒って、猫を追
いまわしますが、どうしてもつかま
えることができません。ところがあ
る日、猫が突然姿を消してしまって
…。誇り高いのら猫と、公園で働く
人たちをめぐる、心に残るお話です。

夜の公園でベンチに座り、父親の
帰りを待つ幼い兄妹の大介と加奈。
そんな二人に声をかけた真田。この
３人が出会い、物語は意外な展開へ
動き出します。事件など悲運に巻き
込まれながらも、たくましく成長し
ていく子どもと、温かく見守り続け
る周囲の大人たちを描いた長編。

大阪、兵庫、京都、滋賀、奈良の
緑の遊び場64ヶ所をマップで掲載し
ています。公園にはそれぞれ特色が
あり、本書では、目的に合わせた公
園選びができるように公園内の施設
の見どころをわかりやすく紹介して
います。行楽の帰りに立ち寄れる日
帰り温泉の紹介付きです。
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町保健センター　1　 0747－52－9403　�
　　　　　　　　FAX 0747－52－9404
ホームページからも申し込みができます。�
　　　　　　　　　　http://www.town.oyodo.nara.jp

［乳幼児］午前９時～午前11時　　　　　
［対　象］身体計測や、保健師・栄養士に

よる健康や育児についての相談
を行います。

［成　人］午後２時～午後４時
［対　象］尿検査・血圧測定・保健師や栄

養士による健康についての相談
を行います。

●子どもの健康診査

※１　対象児には問診票を送付します。
※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。

●予防接種
※１　対象児には予診票を送付します。
※２　受付時間は午後１時30分から午後２時までです。
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。

★以前の対象で、麻しん風しん混合予防接種を終了していない２歳未満のお子さん、三種混合予防接種を終了して
いない７歳６ヵ月未満のお子さんも受けることができます。該当する人は、前もって町保健センターに連絡して
ください。
★転入された人は、以前に受けた予防接種について町保健センターに連絡してください。

●各種教室
※１　町保健センターへ電話で申し込んでください。
※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。

実 施 日 ・ 受 付 時 間 対　　　　　象
４ヵ月児健康診査 ５月17日（水）・午後１時30分～午後２時 H17.12.16～H18.１.15生まれ
10ヵ月児健康診査 ５月18日（木）・午後１時30分～午後２時 H17.６.16～H17.７.15生まれ
１歳６ヵ月児健康診査 ５月24日（水）・午後１時15分～午後２時 H16.10.１～H16.11.30生まれ

実　　施　　日 対　　　　　象

H17.12.16～H18.１.15生まれ

H17.４.21～H17.５.25生まれ

H17.７.１～H18.１.31生まれ

H16.２.１～H16.６.30生まれ

ＢＣＧ

麻しん風しん混合

三種混合

５月17日（水）
※４ヵ月児健康診査時に同時実施

５月25日（木）

５月29日（月）・５月30日（火）
６月20日（火）・６月21日（水）
７月19日（水）・７月20日（木）
８月11日（金）・７月20日（木）

７歳６カ月までに３～
８週の間隔で３回接種

７歳６カ月までに「1
期初回」接種終了後、
１年あけて１回接種

1期
初回

1期
追加

実 施 日 ・ 実 施 時 間 対　　　　　象

マタニティクラス
（２日間１コースで、妊娠中のお
母さんのこと、生まれてくる赤ち
ゃんのことなどを楽しく学びませ
んか？　お母さん同士の仲間づく
りの機会にも！）

妊娠５～７ヵ月ごろの人

６月６日（火）
午前９時30分～午後２時

（妊娠中の生活、栄養、歯の健康について）

６月８日（木）
午後１時30分～午後３時30分

（赤ちゃんのお風呂の入れ方など）
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地域活動を支援します 第5期ちびっ子桧垣本座
座 員 募 集

活力ある地域づくりを推進するために、町内の
団体などが人づくり・まちづくりの目的で実施す
る地域活動を助成します。
■助成の対象
助成の対象となる地域活動は次に該当するもの
で、公共機関の補助金などの交付を受けていない
事業とします。
q郷土文化の保存・伝承・学術的な調査、研究
や本町にふさわしい新しい文化を創造する事
業

wまちづくりを行う人材育成を目的とした研修
事業

eひとづくり・まちづくりを目的とした講演
会・シンポジウム・新たな祭りなどのイベン
ト事業

■平成18年度の助成の申請期限
事業の申請期間は、本年12月までとします。
■助成の額
助成金については、町予算の範囲内で団体等が
地域活動に要する経費の50パーセントを助成しま
す。ただし、同一年度における同一団体への助成
は１回限りで、上限額を10万円とします。なお、
地域活動事業に要する経費とは、個人参加負担金
等の収入を差し引いた実質経費とします。
■その他
q助成金の交付を受けた団体等は以後、町が進
める「活力ある地域づくり」推進に協力をし
ていただきます。

w団体等が実施する助成対象事業での事故など
については、町は一切責任を負わないものと
します。

eこのほかについて、「大淀町人づくり・まち
づくり助成金交付要綱」により実施します。

■問い合わせ
町役場企画課
※ 本町のホームページにも関連情報を掲載して
います。
Ｕ　Ｒ　Ｌ　http://www.town.oyodo.nara.jp
電子メール　s_kikaku@town.oyodo.lg.jp

第５期ちびっ子桧垣本座の活動が６月から始
まります。
日本の伝統文化、能楽に興味のある小学生の

みなさん、謡や舞、笛、小鼓、大鼓、太鼓を楽
しく勉強しませんか？
能楽師の先生がわかりやすく教えてくれます。

正座や挨拶
あいさつ

といった礼儀の勉強にもなります。
また、３月には発表会がありますので、この発
表会をめざしていっしょにがんばりましょう。
受講料は無料です。みなさんの応募をお待ちし
ています。
また、このちびっ子桧垣本座の活動をサポー

トしてくれるボランティアスタッフを同時に募
集します。みなさんで能楽を体験しましょう。
①募集人数
座　　　　員…小学４年生～小学６年生の児

童20人
ボランティア…５人
②実施期間 平成18年６月～平成19年３月
③実施日時 原則として毎月第２・第４月曜日

午後５時30分～午後７時30分
④実施場所 町役場３階会議室
⑤内　　容 ６月　小鼓（２回）
（予　定） ７月　大鼓（２回）

８月　謡と舞（２回）
９月　笛（２回）
10月　太鼓（２回）
11月～３月　舞と謡、お囃

はや

子
し

の総
合練習（10回）

⑥発 表 会 卒業発表会（３月）
⑦講　　師 大倉源次郎師（能楽小鼓方大倉流

16世宗家）をはじめ、｢能楽協会」に
所属する能楽師

⑧監　　修 大倉源次郎師
⑨協　　力
（社）能楽協会大阪地区教育特別委員会
※ 申し込みは先着順としますので、５月８日
（月）から６月６日（火）までに町役場企画課へ
電話で申し込んでください。
◇問い合わせ 町役場企画課
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介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
制
度
で
は
、
３
年
に
１
度
、
本
町

で
安
定
的
に
提
供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
量
の
見
込

み
と
、
そ
れ
に
伴
う
保
険
料
を
算
定
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
ま

で
の
介
護
保
険
料
は
【
表
１
】
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

本
町
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
（【
表
２
】
参

照
）
が
増
加
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
介
護
事

業
者
が
増
え
事
業
者
整
備
も
進
み
、
町
内
介
護

保
険
基
盤
が
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
、
介
護
保
険
料
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

介
護
保
険
の
財
源
は
保
険
料
と
公
費
で
す
。

介
護
保
険
が
浸
透
し
て
、
利
用
者
の
増
加
や
提

供
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
っ
て
年
々
利

用
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
見

直
し
を
重
ね
る
ご
と
に
介
護
保
険
料
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
改
正
で
２
０
２
５
年
を
ピ
ー
ク
と
す

る
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
制
度
を
安
定
的
に
運

営
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
介
護
を
必
要
と
す

る
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
介
護
予
防
の
サ
ー

ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
相
談
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
町
役
場
２
階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

町
役
場
福
祉
介
護
課

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
が
増
え
る
一
方
で
、
介
護
を
す
る
人
も
高
齢
に
な
る

な
ど
、
介
護
問
題
は
老
後
に
大
き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
介
護
の
問
題
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
保

険
料
を
出
し
合
い
、
公
費
と
合
わ
せ
て
、
介
護
の
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
と
き

に
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
わ
た
る
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
ス
タ
ー
ト
し
て
、
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

【表2】本町のサービス利用者状況 【表1】介 護 保 険 料

高齢化率 18.65％ 20.06％ 21.39％

要介護等認定者数 329人 587人 794人

139人 286人 364人

施設入所者数 99人 157人 188人

3ヶ所 5ヶ所 10ヶ所

平成12年
4月

4737万
6000円

1ヶ所
・160床

2ヶ所
・240床

5ヶ所
・276床

7538万
7000円

8622万
5000円

平成15年
4月

平成18年
1月

所得段階 対　象　者 基準額
保険料額
（年間）

在宅介護サービス
利用者数

介護給付費
（年度の月平均額）

介護事業者数
（訪問介護、
デイ・サービス）

介護事業者数
（施設・グループ、
病床数） ※平成18年度の保険料決定通知書は8月ごろに送付します。

生活保護受給者
世帯全員が町民税非課税
で老齢福祉年金受給者

基準額
×0.5

27,150円

32,580円

40,720円

54,300円

67,870円

81,450円

基準額
×0.6

基準額
×0.75

基準額

基準額
×1.25

基準額
×1.5

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

世帯全員が町民税非課税
で課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万
円以下の人

世帯全員が町民税非課税
の人（第1・2段階該当
者を除く）

本人が町民税非課税の人

本人が町民税課税で本人
の合計所得金額が200
万円未満の人

本人が町民税課税で本人
の合計所得金額が200
万円以上の人

※
税
法
改
正
に
伴
う
保
険
料
緩
和

措
置
に
つ
い
て

税
法
改
正
に
伴
い
老
年
者
の
非
課
税
措

置
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
で
、
保
険
料
所
得

段
階
区
分
が
上
が
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
と
平
成
19
年

度
に
急
激
な
保
険
料
の
上
昇
を
緩
和
す
る

措
置
を
行
い
ま
す
。
そ
の
対
象
と
な
る
人

は
【
表
１
】
の
保
険
料
と
は
異
な
り
ま
す
。
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●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

１．

地
域
の
高
齢
者
の
状
態
を
把
握
し
て
、
介

護
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

２．

高
齢
者
や
家
族
の
総
合
的
な
相
談
を
受
け

て
支
援
し
ま
す
。

３．

高
齢
者
の
虐
待
防
止
や
権
利
擁
護
の
た
め

の
活
動
を
し
ま
す
。

４．

よ
り
良
い
介
護
を
進
め
る
た
め
に
介
護
支

援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
支

援
し
ま
す
。

●
専
門
職
の
配
置

保
健
師
等
（
保
健
）
・
社
会
福
祉
士
（
福

祉
）
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
（
介
護
）
の
専

門
職
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
）
が
チ
ー
ム

と
な
っ
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
、
高
齢
者
を
支
援
し
ま
す
。

●
介
護
予
防
事
業

《
特
定
高
齢
者
施
策
》
不
安
は
あ
る
が
自
立
し

た
生
活
を
し
て
い
る
人
（
要
介
護
状
態
に
な

っ
て
し
ま
う
恐
れ
の
あ
る
人
）
を
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
（
健
診
、
訪
問
、
相
談
な
ど
）
で
把

握
し
ま
す
。
そ
の
把
握
し
た
特
定
高
齢
者
に

対
し
て
、
通
所
に
よ
る
介
護
予
防
や
訪
問
に

よ
る
指
導
・
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

《
一
般
高
齢
者
施
策
》
自
立
し
た
生
活
を
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
介
護
予
防
教
室
を
開
催

し
た
り
介
護
予
防
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し

た
り
し
て
、
現
在
の
状
態
を
で
き
る
限
り
維

持
し
て
い
く
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

●
包
括
的
支
援
事
業

《
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
》
要
介

護
認
定
で
、
要
支
援
１
ま
た
は
要
支
援
２
と

認
定
さ
れ
た
人
と
保
健
師
な
ど
が
話
し
合
い
、

本
人
の
承
諾
を
得
て
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

《
総
合
相
談
支
援
・
権
利
擁
護
事
業
》
高
齢
者

の
相
談
を
総
合
的
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

虐
待
防
止
や
権
利
擁
護
に
務
め
ま
す
。

《
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
》
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
支
援
を
し
ま
す
。

地
域
の
民
生
委
員
さ
ん
が

高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す

５
月
〜
６
月
ご
ろ
か
ら
、
特
定
高
齢
者

把
握
事
業
と
し
て
、
地
域
の
民
生
委
員
さ

ん
が
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
心
身

の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
話
を
お
聞
き
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、民
生
委
員
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
、ひ
と
り
で
も
多
く
の
高
齢
者
が
、要
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。み
な
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地域包括支援センターとは

高齢者の相談を受けて、心身の状態に合わせた
支援を提供する総合的なサービス拠点です。

※ 介護保険制度の改正により、本年４月
から新たに地域包括支援センターが開設
されました。

公正・中立の確保

地域包括支援センター運営協議会

被保険者や事業者、各種団体の代表などが定期的に
協議会で話し合い、適切な運営を確認します。

c

保 　 健 　 師 　 等

社 会 福 祉 士 等

主任介護支援専門員

（町役場2階）

地域包括支援センター
電話

来所

訪問

高齢者や家族

¡心身の衰え

¡介護の不安や悩み

¡緊急の支援

相　談相　談

（例）
¡介護予防事業

¡包括的支援事業

¡行政その他各関係機関と
の連絡調整

適切なサービス提供へ
つなげますあああああ
適切なサービス提供へ
つなげますあああああ

地域包括支援センター
（町役場２階）

10747－52－5501

問い合わせ

a a



問い合わせ　　1　　07463－4－5501�
　　　　　　ＦＡＸ　07463－4－5502

健康づくりセンター情報�

５月限定プログラム

ミズノウエルネス大淀（町健康づくりセ

ンター）周辺の道路は、全面駐・停車禁止

区域となっています。周辺住民のみなさ

んに迷惑をかけたり、ほかの車の妨げに

なったりしますので、車を止めないよう、

ご理解ご協力をお願いします。

ミズノウエルネス大淀
周辺道路

車を止めないで！
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「水中リズムウォーキング」

◇日　時 ５月12日（金）午後１時～午後２時
◇内　容 音楽を聞きながら楽しく水中を歩いてみません

か？　歩き方の基本から始めますので、初心者
の人もぜひ参加してください。

「スッキリ！エアロ」

◇日　時 ５月15日（月）午後７時～午後８時
◇内　容 日ごろの運動不足を解消するために、１時間し

っかりと動いて汗をかき、スッキリしてくださ
い！

「水中しっかりウォーキング」

◇日　時 ５月26日（金）午後１時～午後２時
◇内　容 いろいろな道具を使いながら、しっかりと運動

して、水中で汗をかくことを実感してみません
か？

「脂肪燃焼エアロ」

◇日　時 ５月29日（月）午後７時～午後８時
◇内　容 薄着になる季節が近づいてきました。みなさん、

気になる部分はありませんか？　
脂肪燃焼エアロでシェイプ
アップしましょう！

■受 講 料 600円（申込の際に支払ってください。）
■申込方法
レッスン前日までにミズノウエルネス大淀（町健康づく

りセンター）のフロントへ申し込んでください。定員に満
たない場合、当日申込（800円）でレッスンに参加していた
だけます。また、申込後にキャンセルをした場合、返金で
きませんので注意してください。



テレビを買ったら
“こまどりケーブルへ”

いよいよ、サッカーワールドカップの開催で
す！
この機会に、大型、薄型、高画質のテレビに

買い換える人も多いのではないでしょうか。こ
んなときはこまどりケーブルに相談してくださ
い。
こまどりケーブルなら、話題の地上デジタル

放送を今すぐ楽しんでいただけます。

※　詳しくは、こまどりケーブルへ！

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
町役場企画課

◇こまどりケーブルの加入・キャンペーンの
内容に関すること
こまどりケーブル　10120－667－740

※　本町ホームページ（http://www.town.oyodo.nara.jp/）で毎週の番組を案内しています。

風薫る季節！ 大淀あらかしテレビでは、町内で行
われた行事、イベントなどを放送しています。

５月は、
「今木の里れんげ祭り」「ましが丘で茶摘み始まる」
「大阿太高原で梨の袋かけ」「小学生の能楽体験」
「１日まちの保健室」
などを放送する予定です。

大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケー
ブルへの加入が必要です。ぜひ加入してください！

「自主点検　欠かさぬあなたに　グランプリ」を
統一標語に、危険物安全週間が６月４日（日）から６
月10日（土）まで実施されます。
危険物は、日常生活を営むうえで普段何気なく使
っている品物の中にも数多く含まれています。たと
えば、自動車・ストーブなどの燃料（ガソリン、灯
油、軽油）、化粧品や油性塗料などの原料（アルコ
ール、シンナーなど）、花火に使われている火薬
（硫黄など）があげられます。これら家庭内の危険
物は、たとえ少量で
も使用方法を誤ると、
火災や爆発の危険が
あるので、十分に注
意して取り扱うこと
が必要です。

●危険物の性質は…

¡ガソリンは可燃性蒸気が発生しやすく、低い温度
でも火がつくため、電気火花などのちょっとした
火源にも注意が必要です。

¡ヘアースプレーや殺虫剤などは、高温になる暖房
器具の前などに置くと爆発する危険があります。

●保管のポイント

¡容器やふたが破損していないか確認する。
¡容器のふたを確実に閉める。
¡高温になる場所に置かない。
¡子どもの手の届かないところに置く。
¡危険物使用中は火気厳禁。定期的に換気を行う。

■中吉野危険物安全協会
中吉野広域消防組合あ
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なし



印
鑑
登
録
証
明
書
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
申
請

す
る
場
合
は
、
必
ず
印
鑑
登
録
証

（
カ
ー
ド
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
印
鑑
登
録
証
が
な
い
と
本
人
で

あ
っ
て
も
印
鑑
登
録
証
明
書
を
交
付

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
収
集
にご

協
力
を
！

本
年
４
月
か
ら
ご
み
収
集
体
制
が

変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
収
集

時
間
が
多
少
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
み
収
集
作
業
員
を
増
や
す

な
ど
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
ご
み
の
排
出
は

収
集
当
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
月
30
日
は
「
ご
み
ゼ
ロ

推
進
の
日
」
で
す
。
な
る
べ
く
ご
み

を
な
く
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る

よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
役
場
住
民

生
活
課

大淀中学校英語指導助手の�
マリッサ・サミュエルさん�

桜
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Cherry Blossoms
By now the cherry blossoms in Oyodo have
fallen and the trees are showing their fresh
green leaves. But last month when all the
trees were blossoming, I had an interesting
experience. While riding the train, I looked out
the window and spotted a beautiful grove of
cherry trees on a hillside. So I got off the train
and went looking for it on foot. As I got closer, I
was even more impressed by its beauty. A
whole hill with sakura cascading down！ I
thought I would spend some time alone amongst
the blossoms, thinking and relaxing.
But when I entered the grove, I stumbled upon a
flower viewing party. All the members were
over 60, and they were sitting on goza that
they had brought with them.“Mr. Foreigner！
Come over here！”They invited me to sit with
them and join their party. One man said,“The
participation fee is 3000 yen！”I said,“But I
forgot my wallet,”and they said,“Then in that
case －－－ drink！”I spent the afternoon with
them, talking about different places in the
world, and about religion, and about the joys
of sashimi. It was a wonderful time, and I was
touched that total strangers invited me to
join their circle for the day.  
Afterwards, they invited me to participate in
prayers at their Buddhist temple on May 1st
at 6 o’clock. I said,“Of course！ See you on
May 1st at 6 pm！”They said,“No, not 6 pm
… 6 AM！！”Ha ha, oh well…..

大淀の桜の花がもうほとんど散
りかけて、木々は新緑を見せてくれています｡
でも、先月満開の時に、僕はおもしろい経験をしました。

電車の窓からのぞくと丘に咲くきれいな桜の木々が目に
入ってきました。そして電車を降りて、それを探そうと
歩いていました｡そこに近付くにつれて、その美しさにさ
らに感動を覚えました｡丘一面がまるで桜のじゅうたんを
しきつめたようでした！ 花の下で、一人で考え事をし
ながらのんびりと時間を過ごそうと思いました。
でも、桜の園に入ると、そこにはもう花見客がいました。

すべてのメンバーが60才以上で、持ってきたござに座っ
ていました｡「はい、外人さん、こっちにおいでよ！」と僕
をその宴会に呼んでくれました。その中の1人の男性が
こう言いました。「会費は3000円です。」僕が、「財布を忘
れたんですけど…。」と、言うと「んじゃ…飲め！」と一言。
午後のひと時をみんなと過ごしました。外国や、宗教や、
刺身のおいしさのことなど話しました。すばらしい時間
でした。
まったくく見ず知らずの僕をその宴会に入れてくれて、

1日過ごさせてくれたことに感動しました。
その後、5月1日の6時から行われるお寺のお勤めに誘

ってくれました。僕が、「もちろん、よろこんで！ それ
じゃ、5月1日の夕方6時ね。」と言うと、「午後6時じゃな

いよ…朝の6時や
で！」参った…、し
ょうがない。（笑）



■日時 毎月第２・第４水曜日
午後１時～午後４時

■場所 町社会福祉協議会
■問い合わせ 町社会福祉協議会

10747%30589

■日時 ５月16日c
午後１時～午後４時

■場所 下市町役場　
■問い合わせ 下市町役場住民福祉課

10747%20001
■日時 ６月16日f

午後１時～午後４時
■場所 大淀町役場
■問い合わせ 大淀町役場総務課

10747%25501（要予約）
■日時 ７月14日f

午後１時～午後４時
■場所 吉野町役場
■問い合わせ 吉野町役場町民課

107463w3081

無料法律相談（３町巡回）

心配ごと合同相談
■日時 毎週木曜日

午後１時～午後４時
■場所 南和法律相談センター

（五條市今井ナントビル２階）
■予約受付 月曜日～金曜日

午前９時30分～正午
午後１時～午後４時

■問い合わせ　
南和法律相談センター　
10747@35234

■日時 毎週火曜日
午後１時～午後４時

■場所 川上村役場（４月～６月）
■問い合わせ 川上村役場産業振興課

107465w0111

■日時 ５月20日g
午前９時～午後４時

■場所 大淀町中央公民館
■問い合わせ
県建築協同組合中吉野支部
10747%29971

住宅増改築相談

消費生活相談

無料法律相談
■日時 毎月第２火曜日

午前10時～午後３時
■場所 大淀町役場
■問い合わせ 町役場総務課

■日時 ６月２日f
午前10時30分～午後４時

■場所 吉野町中央公民館
■問い合わせ 高田児童相談所

10745@26079

児童相談

無料交通事故相談相� 談�
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パ
ン
ダ
ク
ラ
ス

子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事
業を実施しています。
■日　　時 毎週月曜日：パンダクラス（０･１歳児）

毎週水曜日：ウサギクラス（２歳児以上）
※　どちらも午前10時から午前11時30分までです。
■場　　所 延明保育園あそびの森子育て支援センター
■持 ち 物 水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２ 月・火・水曜日は「あそびの森」の開放日です。自
由に利用してください。申し込みは必要ありません。
時間は午前10時から午後２時までです。

■育児相談 育児相談は随時受付をしています。希望者は、
延明保育園に直接申し込んでください。

■問い合わせ先 延明保育園　10747－52－0388

ウ
サ
ギ
ク
ラ
ス

６／５（月）

６／12（月）

６／13（火）

６／19（月）

６／26（月）

６／27（火）

６／13（火）

６／14（水）

６／21（水）

６／27（火）

６／28（水）

英語であそぼう（親子英語）
◇日　時 ６月19日（月）
パンダクラス：午前11時40分～正午
ウサギクラス：午後０時10分～午後０時40分
◇場　所 子育て支援センター

ママトーク
◇日　時 ６月６日（火）
◇場　所 子育て支援センター
◇対　象 保育園、幼稚園、小学校に通っているお

子さんをお持ちの人
◇参加費 200円（材料費1000円は別途必要です。）
◇内　容 お花のアレンジメント
◇申込締切日　5月23日（火）

クレパスあそび
（クレパスを持参してください。）
ワイワイたいむ
「子どもの食事について」
ママ・エアロビクス
育児講座「お子さんの歯は大丈夫？」
（歯ブラシ・コップを持参してください。）
手作りおやつ
新聞あそび
（新聞紙１日分を持参してください。）
子育てMemoryの撮影日
お誕生日会（６月生まれのお子さんを
募集します。参加希望の人は、６月21
日（水）までに子育て支援センターに申
し込んでください。）
うんどうあそび
ママ・エアロビクス
ワイワイたいむ
「歯のケアどうしてる？」
育児講座「お子さんの歯は大丈夫？」
お誕生日会
（６月生まれのお子さんを募集します。）
小麦粉粘土を作ろう（ボール・小麦粉
250ｇを持参してください。）
子育てMemoryの撮影日

６／７（水）



中
央
女
性
学
級
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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奈
良
県
で
は
、
高
齢
者
福
祉
月
間

事
業
の
一
環
と
し
て
奈
良
県
文
化
会

館
で
高
齢
者
美
術
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

■
展
示
期
間

８
月
25
日
（
金
）
〜
30
日
（
水
）

（
た
だ
し
、
８
月
28
日
は
休
館
日
）

■
出
品
資
格
者

県
内
在
住
で
満
60
歳
以
上
の
ア
マ

チ
ュ
ア
の
人

■
出
品
種
目

日
本
画
・
洋
画
・
書
・
工
芸
・
手

芸
・
写
真
（
６
種
類
）

■
出
品
点
数

一
人
に
つ
き
１
点

■
出
品
手
数
料

１
点
１
０
０
０
円
（
振
込
手
数
料

を
除
く
）

※

平
成
18
年
度
か
ら
事
前
に
出
品

料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

■
申
込
方
法

町
役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課

へ
、
６
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書

は
町
役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課

に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
役
場
少
子
高
齢
化
社
会
対
策
課

■
募
集
種
目
・
応
募
資
格

２
等
陸
・
海
・
空
士

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

■
受
付
期
間

５
月
中
旬
ま
で

■
採
用
試
験
日

５
月
下
旬
予
定

※

こ
の
採
用
試
験
は
７
月
下
旬
入

隊
予
定
の
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
五
條
募
集
事
務
所

1
０
７
４
７
@2
３
７
８
９

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
輝
い
て

い
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

み
た
い
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出
会
い

た
い
…
。
そ
ん
な
女
性
に
ぴ
っ
た
り

の
活
動
を
し
て
い
る
中
央
女
性
学
級

で
は
、
平
成
18
年
度
の
学
級
生
を
募

集
し
ま
す
。
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
内
　
容

講
演
会
・
社
会
見
学
・
軽
ス
ポ
ー

ツ
・
実
技
講
習
会
な
ど

■
開
催
期
間

平
成
18
年
６
月
〜
平
成
19
年
３
月

※

年
間
10
回
程
度
、
平
日
に
開
催

し
ま
す
。

■
対
象
者

本
町
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
女
性

■
申
込
方
法

は
が
き
（
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
を
記
入
）
ま
た
は
電
話
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

５
月
31
日
（
水
）
ま
で

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

で
は
、
甲
種
防
火
管
理
講
習
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
36
年
政
令

第
37
号
）
第
１
条
の
２
第
３
項
に
規

定
す
る
防
火
対
象
物
に
勤
務
す
る
人

（
た
だ
し
、
管
理
的
ま
た
は
監
督
的

な
職
務
に
従
事
す
る
人
）

■
講
習
日
時

第
１
日
　
７
月
13
日
（
木
）

第
２
日
　
７
月
14
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
場
　
所

町
文
化
会
館

■
申
込
方
法

最
寄
り
の
各
消
防
署
、
出
張
所
で

受
講
申
込
書
を
受
け
取
り
、
所
要
事

項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

６
月
12
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

中
吉
野
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

予
防
係

甲
種
防
火
管
理
講
習
会
を

実
施
し
ま
す

第
35
回
奈
良
県
高
齢
者
美
術
展
に

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

防
衛
庁
自
衛
隊
採
用
試
験

人権擁護委員会では、毎年６月１日を「人権擁護委員の日」
と定め、全国いっせいに人権相談を開設します。
身近で人権侵害や心配事があれば、気軽にお越しください。

秘密は厳守します。

◇日　　　時
６月１日（木）
午後１時～午後４時
◇場　　　所
町役場１階特設相談室
◇問い合わせ
町役場人権施策推進室



町　　　役　　　場 0747－52－5501

大　　淀　　病　　院 0747－52－8801

水　　　道　　　部 0747－52－0137

大　淀　消　防　署 0747－52－1199

教　育　委　員　会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

老 人 福祉センター 0747－52－9733

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

桜 ヶ 丘 児 童 館 0747－52－8319

旭ヶ丘総合センター 07463－2－5189

杉本記念文化センター 07463－2－2489

平　畑　体　育　館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文　　化　　会　　館 0747－54－2110

図　　　書　　　館 0747－54－2120

大淀町社会福祉協議会 0747－53－0589

訪問看護ステーション 0747－52－1941

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 07463－4－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

善意銀行だより善意銀行だより

本町では、「奈良電子自治体共同運営システム」による申請
等行政手続きのオンラインサービス（電子申請）を行っています。

○基本健康診査・大腸がん検診・肺がん検診・前立腺がん検診、
胃がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、マタニティクラス、
離乳食教室【町保健センター】
○住民票の写しの交付予約申請【町役場住民生活課】
○水道の開栓（使用開始）・閉栓（使用中止）の届出
【町役場水道部】
○町文化会館の空き状況照会【町文化会館】

■問い合わせ先
¡手続きに関すること：各担当課
¡パソコンの入力操作に関すること：
ヘルプデスク（10742－64－0088）

今回、次の方々から善意が寄せられました。

□社会福祉へ
金100,000円
花岡　大謙さん（新野）

□亡夫修供養として
金100,000円
植野　君子さん（口桧垣本）

ありがとうございました。当該事業に有
意義に使わせていただきます。

行政手続きの
オンラインサービス
http://www.egov－nara.jp/e－kotonara/

本町では、「奈良電子自治体共同運営システム」による申請
等行政手続きのオンラインサービス（電子申請）を行っています。

○基本健康診査・大腸がん検診・肺がん検診・前立腺がん検診、
胃がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、マタニティクラス、
離乳食教室【町保健センター】
○住民票の写しの交付予約申請【町役場住民生活課】
○水道の開栓（使用開始）・閉栓（使用中止）の届出
【町役場水道部】
○町文化会館の空き状況照会【町文化会館】

■問い合わせ先
¡手続きに関すること：各担当課
¡パソコンの入力操作に関すること：
ヘルプデスク（10742－64－0088）
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「吉野に夜間中学をつくる会」

10周年記念集会を開催します

「吉野自主夜間中学」は開校10周年を迎えました。
この吉野自主夜間中学は、小・中学校へ行けなかった人や

来日や帰国で日本語に不自由している人などで、学齢期を過
ぎて小・中学校の勉強をしたい人であれば、どなたでも入学
できます。入学金、授業料、教材費については無料で、１対
１での学習を原則として運営しています。なお、生徒・スタ
ッフを募集していますので、みなさんぜひ応募してください。
■場　所 町中央公民館
■開校日 月曜日と金曜日（週２回）午後６時～午後９時

10周年記念集会

記念集会では、吉野自主夜間中学の活動内容や作品展示も
ありますので、みなさん気軽にお越しください。
■日　時 ５月14日（日）午前10時～
■場　所 町中央公民館
■連絡先
吉野に夜間中学をつくる会
代表　梅本さん
（10747－52－0052）

学習風景
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のうごき
平成18年３月31日現在

●人　口 20,739人（－49）
男 19,964人（－29）
女 10,775人（－20）

●世帯数 7,529 （－14）
（ ）内は前月との比較

大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵みを守り、豊
かな文化と活力ある南和の中核都市をめざし、この
憲章を制定します。

１．わたくしたちは、緑と水と心のきれいな町をつ
くります。

１．わたくしたちは、互いに人権を尊び、共に生き
るあたたかい町をつくります。

１．わたくしたちは、すぐれた郷土を愛し、文化と
教養の香りたかい町をつくります。

１．わたくしたちは、スポーツに親しみ、健康で仕
事に励む活気ある町をつくります。

１．わたくしたちは、老人を敬い、子どもの夢を育
て、生きがいのある町をつくります。

古紙配合率70％再生紙を使用しています�

70 この広報紙は、再生紙を使用しています。

このコーナーでは、町の
がんばっている人を紹介
します。

■表紙の写真　

春の薫りが漂う時季
となりました。表紙の
写真は梨の花を撮影し
たもので、花がじゅう
たんのように広がって
いました。
みなさんも花の香り
を楽しんでみてはいか
がですか？

木�

花�

アラカシ�

梨　
花�

溝脇
みぞわき

清
きよ

恵
え

さん
（点訳サークル・上桧垣本）

あなたからの「すまいる」の写真をお待ちしています。お申し込みは町役場総務
課まで。

あこが

16

★点訳にはたくさんの人手が必要
点訳（書籍などの情報を点字という視覚障

害者のための文字に訳すこと）の活動に携わ
って15年くらいになります。はじめは点訳
について、「機械も発達してきているので人
手はあまり必要ないのでは？」と思っていま
したが、点訳者養成講座の募集などを見て、
「まだまだ人手が必要なんだ。」と知り、この
活動を始めました。
★要望があれば気軽に声をかけてください
点訳の中で大事なのは、誤字・脱字などの
間違いを絶対にしないこと、点字表記法に基
づき、作る人によって違いが出ないようにす
ることです。
この点訳活動は、情報（本）が氾

はん

濫してい
る今の世の中で、視覚障害者のみなさんが一
つでも多くの情報を得ることができるように
との思いで続けています。
もし、点字のことで教えて欲しいなどの要
望があれば、気軽に声をかけていただきたい
と思います。

仲川
なかがわ

憲一郎
けんいちろう

くん
（平成16年７月29日生まれ）

（新野）

…2

…3

…4

…6

…8

…9

…10

元大淀町長 故喜多　猛氏に
大淀町名誉町民証を贈呈

元大淀町長 故喜多　猛氏に
大淀町名誉町民証を贈呈

父 卓範 さん

母　めぐみ さん

大きくなったら、アメリカ
大リーガーマリナーズの
イチローのように
なりたいです。
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